
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
４

月
に
改
正
施
行
さ
れ
た
農
業
委
員
会

法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
農
地
利
用

の
最
適
化
」
業
務
を
積
極
的
に
展
開

す
る
た
め
、
全
行
政
区
に
お
い
て
集

落
話
し
合
い
推
進
要
領
に
基
づ
き
座

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

各
行
政
区
に
て
開
催
し
て
い
る
座
談

会
は
、
九
生
滝
地
区
を
除
く
17
行
政

区
で
実
施
し
て
お
り
、
各
行
政
区
の

現
状
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

当
村
に
お
い
て
も
、
農
業
担
い
手

の
減
少
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
等
、
地
域
農
業
が
抱

え
る
課
題
は
年
々
深
刻
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
問
題

点
を
共
有
し
、
解
決
を
す
る
た
め
に

積
極
的
な
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

今
後
も
、
平
田
村
、
須
賀
川
農
業

普
及
所
、
Ｊ
Ａ
夢
み
な
み
や
農
地
中

間
管
理
機
構
と
連
携
を
し
て
地
域
の

将
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
田
村
農
業
委
員
会
だ
よ
り

農業の経営と
くらしに役立つ
情報をお届けし
ます

●毎週金曜日発行 ●B3版8～10頁建

●購読料:月700円[送料,税込み]

◇購読のお申し込みは、お近くの農業

委員・農地利用最適化推進委員又

は村農業委員会事務局までお願い

します。

集
落
営
農
話
し
合
い
座
談
会

△グループワークで地域の問題点を出し合う

（東山行政区）

降 雹 に よ る 葉 た ば こ 等 の 被 害 が 多 数 発 生
ひょう

村
へ
降
雹
被
害
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出

ひ
ょ
う

６
月
２
日
に
発
生
し
た
雷
雨
強
風
と
と
も
に
大
粒
の
降
雹
が
あ

ひ
ょ
う

り
村
内
の
被
害
は
甚
大
で
、
葉
た
ば
こ
や
農
作
物
、
農
業
用
施
設

等
の
被
害
が
村
内
各
所
で
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
、
葉
た
ば
こ
の
被
害
が
大
き
く
、
り
ん
ご
や
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
等
の
畑
作
物
や
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
用

施
設
に
も
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
は
、
毎
年
の
様
に
発
生
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
農

業
者
の
営
農
意
欲
の
減
退
が
危
惧
さ
れ
る
と
共
に
、
さ
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
農
業
経
営
は
極

め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

被
害
を
受
け
た
農
業
者
が
今

後
も
安
心
し
て
営
農
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
各
種
の
支
援

策
及
び
所
要
の
予
算
措
置
等

に
つ
い
て
手
厚
い
対
応
を
お

願
い
す
る
旨
の
意
見
書
を
、

６
月
15
日
の
農
業
委
員
会
総

会
の
席
上
、
委
員
全
員
一
致

で
決
議
し
、
同
日
、
村
へ
提

出
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施

△上遠野副村長(右から2人目)に意見書を提出

する村上会長(同3人目)



今
年
も
村
農
業
委
員
会
は
「
遊
休
農
地
解
消
モ
デ

ル
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
で
耕
作

放
棄
地
が
年
々
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
農
業
委
員
会
と
し
て
、
主
体
的
に

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
と
地
域
農
業
の
振
興

に
繋
げ
る
た
め
に
、
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。村

内
遊
休
農
地
２
カ
所
（
蓬
田
地
区
：
蓬
田
新
田

字
新
田
前

田
２

筆
、
小
平
地
区
：

小
平
字
小
平

畑

２
筆
）
の
農
地
を

ま
ず
は
、
事
前
に

地
元
委
員
が
ト
ラ

ク
タ
ー
で
耕
し
ま

し
た
。
７
月
27
日

に
は
、
委
員
全
員

で
そ
ば
の
種
ま
き

を
行
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
畦
畔

の
「
草
刈
」
も
行

い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、

①
各
担
当
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・

解
消

③
違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発
見

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

９
月
15
日
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
推
進
会
議
を
開
催
し
、
６

班
に
分
か
れ
村
内
を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
違
反
転
用
・
不
法
投

棄
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遊
休
農

地
は
ど
の
地
域
も
増
大
し
て
い
る
よ
う
で

す
。な

お
、
９
月
か
ら
11
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
の
た

め
、
農
業
委

員
・
農
地
利

用
最
適
化
推

進
委
員
が
村

内
の
農
地
を

巡
回
し
て
い

ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

当
委
員
会
で
の
、
農
地
の
賃
借
・
売
買
や
転
用
申

請
等
に
関
す
る
各
種
申
請
の
受
付
締
切
日
は
、
毎
月

末
日
（
末
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
と
な
り
ま
す
。

◎
農
地
法
第
３
条
申
請

・
農
地
を
農
地
と
し
て
賃
借
・
売
買
す
る
場
合

◎
農
地
法
第
４
条
・
５
条
申
請

・
農
地
を
農
地
以
外
の
も
と
し
て
使
用
す
る
場
合

例
：
一
般
住
宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
等

◎
農
地
の
賃
借
の
届
出

・
利
用
権
の
設
定

申
請
は
毎
月
末
日
締
め
切
り
（
末
日
が
休

日
の
場
合
は
翌
日
）
で
、
定
例
会
は
毎
月
15

日
前
後
に
開
催
し
ま
す
。
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△各班で農地を確認

△種まきの様子(小平地区)

遊
休
農
地
の
解
消
へ
挑
戦

～
農
業
委
員
全
員
で
実
施
～

農地パトロールで遊休農地解消を
遊
休
農
地
の
解
消
へ
向
け
て

各
種
申
請
受
付
締
切
は
毎
月
末
日
！

老後に備えて農業者年金に

加入しませんか？

△パトロール前に農業委員と推進委員全員で


